
	記入例（自己住宅）


事　業　計　画　書
	項　　　目
	事　　業　　内　　容

	地目別面積
	田
	㎡
	畑
	495.95㎡
	宅地
	㎡

	
	山林
	㎡
	その他
	㎡
	合計
	495.95㎡

	一体利用する農地以外の土地の権利の取得見込み
	

	給水・排水・調整池計画
	給水：公共上水道へ接続

生活排水：合併処理浄化槽設置にて処理

雨水：敷地内浸透

	防災計画
	（工事中）

建築基準法、建設業法等の厳守

	（施工後）

消防法令等の厳守


	周辺農地の営農条件への被害防除対策
	土砂流出防止
	支障なし

	
	農業用用排水施設への影響
	支障なし

	
	日照・通風の影響
	支障なし

	
	集団的農地の蚕食・分断のおそれ
	支障なし

	
	農道・ため池等農地保全施設への影響
	特になし

	隣接農地所有者・耕作者への説明状況
	・中野谷字辰ノ口●●番地（畑）
　令和８年３月５日、土地所有者・耕作者に説明し承諾をもらう
・中野谷字辰ノ口●●番地（田）

　令和８年３月６日、土地所有者に説明し承諾をもらう
　令和８年３月７日、耕作者に説明し承諾をもらう


	一時転用期間の説明
	（必要最小限度の期間であることの説明）



	その他
	


１．計画施設内容（事業を行う理由等）

　　　現在、市内のアパートに夫婦、子ども２人の４人で居住しています。息子が大きくなるにつれ、手狭になることから申請地内に新居を建築することを計画しました。
２．候補地の検討

　（１）事業の目的、必要性

　　ア　事業の目的　
　　　　　自己住宅の建築
　　イ　事業の必要性

　　　　　今後の生活のための住宅用地の確保
　（２）当該地を選定した理由

　　　　　申請者に自己所有地があり、検討したところ接道が狭くかったため断念しました。また、２か所の候補地を検討しましたが、面積が狭いなどの理由で断念しました。母に相談したところ母の所有地を譲ってもらえることとなったことから、申請地を除外候補地としました。
　（３）候補地（申請地を含む。）として選定した土地の概要及び検討結果

　　ア　候補地を選定した要件（条件）

　　　　　事業目的を達成するうえで必要な条件として、以下のことを満たしている土地において候補地を選定しました。

1 代替すべき土地がないものであること。
2 必要最小限の面積を確保できること。
3 農用地の集団性・連担性が失われないこと。
4 周辺農地に支障がないこと。（農作業の効率・日照・通風（畜産苦情・土埃苦情が懸念されない）・農業用排水路の機能維持・農道利用（農業機械の搬出入）など）
　　イ　候補地とした土地の概要及び結果

　　　　
	候補地
	土地の
所在
	土地の
所有者
	全体面積
（農地面積）㎡
	農振法関係
	都市計画法
	登記地目
（現況地目）
	周辺農地への影響
	検　討　結　果

	
	
	
	
	農振地域内
	農　振

地域外
	非線引都市計画
	
	
	

	
	
	
	
	農用地
区域内
	農用地
区域外
	
	用途
地域
	用途
地域外
	
	
	

	A
	中野谷字辰ノ口111-1
	親族
	495
（495）
	〇
	
	
	
	〇
	畑
（畑）
	特になし
	○

接道や給排水接続も可

周辺農地に支障なし

	B
	小岩戸字

●●222-2
	自己
	702

（702）
	
	〇
	
	
	〇
	田
（田）
	特になし
	×
現況接道が狭く断念

	C
	先後字

●●333
	第三者
	363

（363）
	
	〇
	
	
	〇
	畑
（雑種地）
	特になし
	×
面積が狭く事業目的を達成できないため断念

	D
	羽鳥字

●●234-5
	第三者
	280

（0）
	
	
	〇
	〇
	
	宅地
（宅地）
	特になし
	×
勤務先に至近であるが面積が狭く、隣接地が民家で拡張もできないため断念


　（４）添付書類

　　　　　候補地位置図は別添のとおり

